
江戸新選三十三観音霊場、伝馬町、人形町、両国、大横川、業平をめぐる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南千住回向院、江戸三刑場の小塚原(区指定)、南大井の鈴ヶ森(都指定)、大和田(都下八王子大和田橋北詰) 

●右側の腕の形をした墓石は「腕の喜三郎」と言う侠客の墓、歌舞伎の演目にもなりました。 

●隣は「高橋お傳」の墓です。毒婦として巷間流布されているが実は健気な優しい殺人犯、今なら執行猶予。 

●左端の源達信士は「鼠小僧治郎吉」の墓、武家屋敷から金を盗み、貧民にばらまいたという義賊。 

江戸庶民に慕われた盗人と云われています。  ＜開門前のため拝観無＞ 

［→写真］吉田松陰の墓に「松陰二十一回猛士」と記されています。本資料の詳細説明をご参照ください。 

 

小名木川、川施餓鬼「灯篭流し」 

  小名木川萬年橋、７/26(火)19:00開催 

  最寄り駅：半蔵門線清澄白川駅 

  主催： 深川仏教界 

 施餓鬼には海、川、馬、火山、自然界を 

対象とした川施餓鬼があります。 

 河川反乱や洪水等での「水難による死者 

の霊を弔う法要」をいいます、 

 灯篭を流して静かに行う儀式です。 

 他に、筏上で爆竹で賑やかな精霊流しもある。 

 

 

 

                                  浮世絵師葛飾北斎の娘応為の作品 

                                   吉原格子先之図 陰による立体感 

                                   を浮世絵に取入れている。 

北斎は、三女の応為(お－い)を 

お栄(おえい)と呼んでいた。 

お栄は父北斎の終焉を見届け、 

                                   絵師を生涯続けました。 

                                   北斎作といわれる春画の多くは 

                                   応為が描き稼ぎ頭でした。 



旧両国国技館と回向院本殿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 国技館は後に日大講堂となり、テレビ放映開始とともにプロレスラー力道山により世界に知られる様になる。 

寛永６年(1629)頃の古隅田川(青色線)地図、向島高速入口～十間橋間が武蔵と下総の国境という。 

 

                                 江戸名所百景「小梅堤」安藤広重 

                                 現曳舟川通りである川を縄で引く小舟、 

                                 サッパコがあったそうです。 

                                 川の右側にスカイツリーという位置です 

                                小梅橋(業平橋川上方)から向島方を望む 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 次 回 の 予 定 ご 案 内 、 旧 東 海 道 品 川 宿 の 観 音 霊 場 参 拝 、 品 川 駅 解 散 

８ 月 2
0

日( 日) ８ 時 4
0

分 品 川 駅 京 浜 急 行 JR 直 結 改 札 口 券 売 機 横 

京 浜 急 行 立 会 川 駅 か ら 品 川 駅 迄 ６km を 巡 拝 し ま す 。 

3
5

℃ 以 上 の 猛 暑 予 報 等 で 中 止 の 場 合 は 翌 週 へ 延 期 し ま す 。 

            連 絡 先 ： 0297-73-3906 熊 倉 
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昭
和
新
撰
江
戸
三
十
三
観
音
霊
場
巡
拝 

 

南
千
住
駅
集
合
、
人
形
町
、
小
名
木
川
、
両
国 

 
 
 
 
 

北
斎
通
り
、
大
横
川
、
旧
業
平
駅7

.5
km 

松
尾
芭
蕉
、
小
林
一
茶
、
長
谷
川
平
蔵
の
地
巡
り
。 

昭
和
新
撰 

江
戸
三
十
三
観
音
札
所(

江
戸
33
観
音)

と
は
、

東
京
都
内
に
あ
る
33
箇
所
の
観
音
霊
場
札
所
を
言
い
ま
す
。 

御
宝
号 

南
無
大
慈
大
悲
観
世
音
菩
薩 

南
千
住
駅
前
の
小
塚
原
回
向
院(

こ
づ
か
は
ら 

え
こ
う
い
ん)

 

豊
国
山(

ほ
う
こ
く
さ
ん)

回
向
院
、
浄
土
宗
、
荒
川
区
〈
未
〉 

ご
本
尊
： 

阿
弥
陀
如
来
、
創
建
年
： 

寛
文
七
年(16

67) 

J
R

常
磐
線
南
千
住
駅
線
路
脇
に
あ
る
寺
で
、
過
去
は
両
国

回
向
院
の
別
院
で
し
た
。 

慶
安
四
年(1

651
)

に
新
設
さ
れ
た
小
塚
原(

こ
づ
か
っ
ぱ
ら
、

こ
づ
か
は
ら)

刑
場
で
の
刑
死
者
を
供
養
す
る
た
め
、
寛
文
七

年(1
667

)

に
本
所
回
向
院
の
住
職
弟
誉
義
観(

て
い
よ 

ぎ
か

ん)

が
常
行
堂
を
創
建
し
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。 

こ
の
寺
に
は
、
安
政
の
大
獄
に
よ
り
刑
死
し
た
橋
本
左
内
、

吉
田
松
陰
、
頼
三
樹
三
郎
等
、
ま
た
「
毒
婦
」
と
云
わ
れ
た

高
橋
お
伝
な
ど
の
歴
史
上
の
有
名
人
物
が
葬
ら
れ
て
い
る
。 

明
和
八
年(1

771
)

に
蘭
学
者
杉
田
玄
白
、
中
川
淳
庵
、
前

野
良
沢
ら
が
刑
死
者
の
腑
分
け(

ふ
わ
け)

現
在
の
解
剖
に
立

ち
合
っ
た
こ
と
を
記
念
し
た
、
大
正
11
年(19

22)

建
立
の
観

臓
記
念
碑
が
あ
り
ま
す
。
解
剖
学
の
「
解
体
新
書
」
で
す
。 

ま
た
戦
後
の
代
表
的
な
誘
拐
事
件
の
通
称
「
吉
展
ち
ゃ
ん

事
件
」
の
犠
牲
者
村
越
吉
展
当
時
４
歳
の
供
養
の
た
め
に
建

立
さ
れ
た
「
吉
展
地
蔵
尊
」
が
寺
の
入
り
口
に
あ
り
ま
す
。 

境
内
へ
は
、
建
物
１
階
に
あ
る
寺
務
所
の
脇
を
通
り
抜
け

る
と
墓
所
が
あ
り
ま
す
。
向
か
っ
て
左
手
が
一
般
の
墓
所
で
、

右
手
が
史
跡
と
完
全
に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
荒
川
区
指
定

記
念
物 

史
跡
と
い
う
掲
示
が
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
間
違
え

る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
が
、
一
般
の
墓
所
に
足
を
向
け
な

い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。 

こ
の
寺
は
常
磐
線
沿
線
に
あ
り
、
鉄
道
敷
設
の
際
に
南
北

に
分
断
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
分
断
さ
れ
た
南
側
部
分
が
独

立
し
て
延
命
寺
と
な
っ
て
い
ま
す
。
延
命
寺
に
は
刑
死
者
な

ど
の
無
縁
仏
を
供
養
す
る
た
め
の
首
切
地
蔵
が
安
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
Ｔ
Ｘ
開
通
時
に
人
骨
が
大
量
出
土
で
騒
が
れ
た
。 

現
在
、「
小
塚
原
刑
場
跡
」
と
し
て
荒
川
区
指
定
記
念
物
に

指
定
さ
れ
、
史
跡
と
謳
わ
れ
て
い
ま
す
。 

吉
田
松
陰
の
墓 

小
塚
原
回
向
院
は
、
安
政
の
大
獄
で
刑
死
し
た
吉
田
松
陰

が
最
初
に
埋
葬
さ
れ
た
処
で
す
。
文
久
三
年(19

63
)

に
高
杉

晋
作
ら
の
手
に
よ
っ
て
松
陰
の
遺
体
は
掘
り
出
さ
れ
、
世
田

谷
区
の
松
陰
神
社
に
改
葬
さ
れ
ま
す
が
、
高
杉
ら
は
『
聖
な

る
血
が
残
っ
て
い
る
』
と
以
前
の
墓
地
を
修
復
し
、
祈
り
を

捧
げ
ら
れ
る
場
所
と
し
て
元
墓
を
残
し
ま
し
た
。 

正
式
な
名
は
、
吉
田
寅
次
郎
藤
原
矩
方
、 

天
保
元
年(

1830
)

～
安
政
６
年(

1859
) 

長
州
藩
士
、
号
は
松
陰
。
年
少
よ
り
大
義
を
唱
え
、
松
下

村
塾
を
主
宰
、
明
治
維
新
の
原
動
力
と
な
る
有
為
の
青
年
を

多
数
輩
出
し
ま
し
た
。
安
政
の
大
獄
に
よ
り
刑
死
。 

小
塚
原
回
向
院
よ
り
改
葬
。
享
年
三
十
。 

世
田
谷
の
松
陰
神
社 

吉
田
松
陰
の
写
し
墓
碑
を
は
じ
め
、
頼
三
樹
三
郎
、
小
林

民
部
、
来
原
良
蔵
、
福
原
乙
之
進
、
綿
貫
次
郎
輔
、
中
谷
正

亮
、
其
の
他
烈
士
の
墓
碑
が
あ
り
ま
す
。  

文
久
三
年(1

863
)

正
月
。
高
杉
晋
作
、
伊
藤
博
文
、
山
尾

庸
三
、
白
井
小
助
、
赤
根
武
人
等
は
、
千
住
小
塚
原
回
向
院

よ
り
世
田
谷
若
林
大
夫
山
の
楓
の
木
の
下
に
改
葬
し
ま
し
た
。 

禁
門
の
変
の
後
、
長
州
征
伐
の
際
に
幕
府
に
よ
っ
て
松
陰

先
生
以
下
の
墓
は
破
壊
さ
れ
ま
し
た
が
、
明
治
元
年(18

68)

、

木
戸
孝
允
等
の
手
に
よ
り
破
壊
さ
れ
た
墓
石
を
修
復
し
て
い

ま
す
。 

墓
石
の
松
陰
二
十
一
回
猛
士
と
は 

 

吉
田
松
陰
は
句
を
詠
む
と
き
、「
二
十
一
回
猛
士
」
と
い
う

号
を
よ
く
使
っ
て
い
ま
し
た
。
使
わ
れ
だ
し
た
の
は
、
松
陰

が
25
歳
位
の
時
か
ら
で
す
。 

獄
中
の
松
陰
は
、
夢
の
中
で
お
札
を
持
つ
神
が
松
陰
に
そ

の
お
札
を
差
し
出
し
ま
す
。
そ
こ
に
描
か
れ
て
い
た
の
は
、

二
十
一
回
猛
士
と
い
う
言
葉
で
し
た
。 

松
陰
は
、
こ
の
言
葉
の
意
味
に
つ
い
て
、
松
陰
の
旧
姓
は

「
杉
」
で
、
こ
の
字
を
分
解
す
る
と
十
と
八
と
三
、
足
す
と

「
二
十
一
」
と
な
り
ま
す
。
ま
た
性
で
あ
る
「
吉
田
」
を
分

解
す
る
と
、
吉
が
十
と
一
と
口
、
田
が
十
と
口
で
、
数
字
だ

け
を
足
す
と
ま
た
も
「
二
十
一
」
と
な
り
、
さ
ら
に
ふ
た
つ

の
口
を
合
わ
せ
る
と
「
回
」
に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
吉
田
を

分
解
す
る
と
、「
二
十
一
回
」
に
な
り
ま
す
。 

松
陰
は
、
二
十
一
と
い
う
数
字
は
自
分
に
与
え
ら
れ
た
数

字
な
の
だ
と
解
釈
し
ま
し
た
。 

「
猛
士
」
に
つ
い
て
も
、
自
身
の
通
称
で
あ
る
「
寅
次
郎
」

か
ら
来
て
い
る
こ
と
、
寅
は
虎
と
も
読
む
こ
と
が
で
き
、
そ

の
虎
の
特
性
は
「
猛
き
こ
と
」
で
、
夢
は
虎
の
ご
と
く
「
猛

き
こ
と
」
を
二
十
一
回
行
い
な
さ
い
と
い
う
神
か
ら
の
啓
示

で
あ
り
、
人
生
に
お
い
て
な
す
べ
き
こ
と
な
ん
だ
と
悟
り
ま

す
。
こ
の
と
き
す
で
に
松
陰
に
は
、
こ
れ
ま
で
三
度
の
「
猛
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き
こ
と
」
を
行
っ
た
と
い
う
自
覚
が
あ
り
、
そ
れ
は
、
二
度

に
及
ぶ
海
外
渡
航
の
失
敗
と
長
州
藩
へ
の
訴
状
却
下
等
、
残

り
の
十
八
回
の
「
猛
き
こ
と
」
は
出
獄
し
て
か
ら
行
お
う
と

心
に
誓
い
ま
す
が
、
獄
中
処
刑
で
成
し
遂
げ
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
。
さ
ぞ
、
無
念
で
あ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。 

 

松
陰
神
社
は
、
世
田
谷
観
音
参
拝
時
に
、
三
軒
茶
屋
駅
で

下
車
し
た
時
に
旧
玉
電
の
世
田
谷
線
を
案
内
予
定
で
す
。 

 

玉
電
に
は
乗
り
ま
せ
ん
が
豪
徳
寺
等
見
所
一
杯
で
す
。 

 

日
比
谷
線
南
千
住
駅
乗
車
～
小
伝
馬
町
駅
下
車 

第
５
番 

新
高
野
山
大
安
楽
寺

だ
い
あ
ん
ら
く
じ

、
小
伝
馬
町 

高
野
山
真
言
宗
、
ご
本
尊 

弘
法
大
師 

札
所
本
尊 

十
一
面
観
世
音
菩
薩  

ご
詠
歌 

あ
な
と
う
と
み
ち
び
き
た
ま
へ
か
ん
ぜ
お
ん 

 
 
 
 
 

 
 

は
な
の
う
て
な
の
安
ら
ぎ
の
寺  

ご
真
言 

お
ん 

ま
か 

き
ゃ
ろ
に
き
ゃ 

そ
わ
か  

か
つ
て
は
一
帯
が
伝
馬
町
牢
屋
敷
で
あ
り
、
当
寺
に
も
「
江

戸
伝
馬
町
処
刑
場
跡
」
の
碑
が
残
っ
て
い
ま
す
。 

牢
屋
敷
は
明
治
八
年(1

875
)

五
月
に
市
ヶ
谷
の
市
谷
監
獄

へ
と
移
っ
た
も
の
の
、
跡
地
は
処
刑
場
跡
で
あ
る
こ
と
が
嫌

わ
れ
、
荒
れ
果
て
た
ま
ま
で
し
た
。 

遡
っ
て
明
治
五
年(

1872
)

、
こ
の
地
に
燐
火
が
燃
え
る
の

を
見
た
五
大
山
不
動
院
の
住
職
で
あ
っ
た
大
僧
正
の
山
科
俊

海
は
処
刑
場
で
亡
く
な
っ
た
者
た
ち
を
慰
霊
せ
ん
と
勧
進
し
、

明
治
八
年
に
大
倉
喜
八
郎
、
安
田
善
次
郎
等
の
寄
進
を
受
け

創
建
さ
れ
た
の
が
大
安
楽
寺
で
し
た
。 

明
治
16
年(1

883
)

に
は
高
野
山
よ
り
弘
法
大
師
の
像
を

遷
座
し
、
新
高
野
山
の
山
号
を
称
し
ま
し
た
。 

し
か
し
、
大
正
12
年(19

23)

の
関
東
大
震
災
に
よ
る
火
災

で
堂
宇
は
焼
失
。
昭
和
４
年(1

929)
)

に
現
在
の
規
模
で
再
建

さ
れ
た
と
い
い
ま
す
。 

昭
和
29
年(19

54)

、
都
の
史
蹟
指
定
を
う
け
ま
し
た
。 

十
思

じ

っ

し

公
園
は
江
戸
伝
馬
町
処
刑
場
跡 

大
安
楽
寺
一
帯
は
、
江
戸
時
代
の
伝
馬
町
牢
屋
敷
処
刑
場

跡
と
し
て
都
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
境
内
に
「
江
戸
伝

馬
町
処
刑
場
跡
」
と
「
吉
田
松
陰
終
焉
の
地
」
の
石
碑
が
立

っ
て
い
ま
す
。 

牢
屋
敷
の
責
任
者
で
あ
る
、
囚
獄(

し
ゅ
う
ご
く)

の
牢
屋
奉

行
は
大
番
衆
の
石
出
帯
刀(

い
し
で
た
て
わ
き)

は
、
代
々
世
襲

で
し
た
。
そ
の
配
下
と
し
て
40
人
～
80
人
程
度
の
牢
屋
役

人
、
獄
丁
50
人
程
度
で
管
理
を
し
て
い
ま
し
た
。 

囚
人
を
収
容
す
る
牢
獄
は
東
牢
と
西
牢
に
分
か
れ
て
い
て
、

身
分
に
よ
っ
て
収
容
さ
れ
る
牢
獄
が
異
な
り
、
大
牢
と
二
間

牢
は
庶
民
、
揚
屋
は
見
参(

け
ん
ざ
ん)

、
江
戸
時
代
は
御
目
見

(

お
め
み
え)
以
下
の
幕
臣
や
御
家
人
、
大
名
の
家
臣
、
僧
侶
、

医
師
、
山
伏
が
収
容
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

ま
た
独
立
の
牢
獄
と
し
て
揚
座
敷
が
天
和
三
年(16

83)

に

設
け
ら
れ
、
御
目
見
以
上
の
幕
臣
の
旗
本
、
身
分
の
高
い
僧

侶
、
神
主
等
が
収
容
さ
れ
ま
し
た
。 

身
分
の
高
い
者
を
収
容
し
て
い
た
た
め
、
ほ
か
の
牢
よ
り

設
備
は
良
か
っ
た
よ
う
で
す
。 

大
牢
と
二
間
牢
に
は
庶
民
が
一
括
し
て
収
容
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
犯
罪
傾
向
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
多
か
っ
た
無
宿

者
が
人
別
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
有
宿
者
に
悪
影
響
を
与
え

る
の
を
避
け
る
た
め
、
宝
暦
五
年(17

55)

に
東
牢
に
は
有
宿

者
を
、
西
牢
に
は
無
宿
者
を
収
容
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
安
永
五
年(

1775
)

に
は
独
立
し
て
百
姓
牢
が
設
け

ら
れ
ま
し
た
。
女
囚
は
身
分
の
区
別
な
く
西
の
揚
屋
の
女
牢

に
収
容
さ
れ
て
い
た
様
で
し
た
。 

収
容
者
の
総
数
は
大
体
三
百
か
ら
四
百
人
程
度
だ
っ
た
よ

う
で
す
。
明
治
８
年(1

875
)

市
ヶ
谷
へ
移
る
ま
で
使
用
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
高
野
長
英
や
吉
田
松
陰
は
刑
死
で
す
が
、
此

処
は
、
刑
の
施
行
は
し
ま
せ
ん
、
刑
務
所
で
も
死
刑
囚
の
拘

置
所
的
役
割
の
処
と
い
え
ま
す
。 

十
思
公
園
隣
の
十
思
ス
ク
エ
ア
別
館
、
小
伝
馬
町
牢
屋
敷

展
示
館
に
立
寄
り
予
定
で
す
。0

3-35
46-5

346 

第
三
番 

人
形
町
大
観
音
寺

お
お
か
ん
の
ん
じ

、
聖
観
音
宗
、 

札
所
本
尊 

聖
観
世
音
菩
薩
、
ご
本
尊 

聖
観
世
音
菩
薩  

ご
詠
歌 

く
ろ
が
ね
の 

か
た
き
ち
か
ひ
に 

み
仏
は 

 
 
 
 

 
 

は
な
さ
く
が
ご
と 

ち
ま
た
に
ぞ
た
つ  

ご
真
言 

お
ん 

あ
ろ
り
き
ゃ 

そ
わ
か  

大
観
音
寺
は
霊
場
一
番
浅
草
寺
と
同
じ
聖
観
音
宗
で
す
が
、

元
々
は
天
台
宗
で
、
昭
和
27
年
に
改
宗
し
て
い
ま
す
。 

本
尊
の
鉄
造
聖
観
世
音
菩
薩
は
、
そ
も
そ
も
鎌
倉
の
新
清

水
寺
の
本
尊
と
し
て
奉
安
さ
れ
て
い
た
も
の
だ
と
い
う
。 

 

火
災
に
よ
り
新
清
水
寺
が
消
失
す
る
も
、
本
尊
は
難
を
逃
れ

井
戸
の
中
に
安
置
さ
れ
て
い
た
も
の
を
、
元
禄
12
年(1

699

）

鶴
岡
八
幡
宮
近
く
の
鉄
の
井(

く
ろ
が
ね
の
い
）
よ
り
掘
り
返
さ

れ
、
鉄
観
音
堂
を
立
て
て
尊
崇
し
ま
し
た
。 

大
観
音
寺
本
堂
鉄
観
音
堂
は
鶴
岡
八
幡
宮
の
別
当
で
あ
っ

た
た
め
、
明
治
政
府
の
神
仏
分
離
令
に
よ
る
廃
仏
毀
釈
運
動

に
よ
っ
て
観
音
像
は
投
棄
さ
れ
た
が
、
人
形
町
の
住
人
が
現

在
地
に
勧
請
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

鉄
造
聖
観
音
像
は
首
だ
け
の
像
だ
が
、
高
さ17

0cm

も
あ
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る
大
き
な
も
の
で
、
都
の
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。 

秘
仏
の
た
め
普
段
は
拝
観
で
き
ま
せ
ん
が
、
毎
月
17
日
の

縁
日
に
開
帳
さ
れ
拝
観
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

本
堂
に
は
聖
観
音
菩
薩
と
阿
弥
陀
如
来
を
祀
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
境
内
に
は
馬
頭
観
世
音
菩
薩
を
祀
る
堂
や
韋
駄
天
尊

や
本
願
地
蔵
尊
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

清
洲
橋
で
隅
田
川
を
渡
り
ま
す
。
池
が
あ
る
伝
統
の
日
本
庭

園
で
知
ら
れ
る
「
都
立
清
澄
公
園
」
は200

ｍ
程
先
で
す
。 

隅
田
川
左
岸
を
小
名
木
川
河
口
へ
向
か
い
ま
す
。 

万
年
橋
通
り
向
か
い
側
は
清
澄
２
丁
目
で
、
北
の
湖
部
屋

の
他
、
尾
車
、
高
田
川
、
大
鵬
横
綱
の
大
嶽
部
屋
、
錣
山
等

多
く
の
相
撲
部
屋
が
現
在
も
あ
り
ま
す
。 

小
名

お

な

木
川

ぎ

が

わ 

 

小
名
木
川
は
砂
町
の
旧
中
川
ま
で
一
直
線
に
流
れ
、
大
島

で
荒
川
と
中
川
へ
合
流
す
る
運
河
で
人
工
河
川
で
す
。 

 

中
川
か
ら
は
、
新
川
に
て
行
徳
の
旧
江
戸
川
へ
、
行
徳
で

塩
を
船
積
み
し
て
江
戸
川
を
上
り
関
宿
か
ら
利
根
川
を
下
り

取
手
、
香
取
、
銚
子
へ
人
や
食
料
等
を
運
送
し
て
い
ま
し
た
。 

1
590

年
頃
、
江
戸
城
を
居
城
に
定
め
た
徳
川
家
康
は
、
兵

糧
と
し
て
の
塩
の
確
保
の
た
め
行
徳
塩
田
に
目
を
付
け
た
。 

 

し
か
し
行
徳
か
ら
、
江
戸
湊
で
あ
る
日
比
谷
入
江
付
近
ま

で
の
江
戸
湾
北
部
は
当
時
、
砂
州
や
浅
瀬
が
広
が
り
船
が
し

ば
し
ば
座
礁
す
る
た
め
、
大
き
く
沖
合
を
迂
回
す
る
し
か
な

か
っ
た
。
さ
ら
に
、
沖
合
を
迂
回
し
て
も
、
風
向
き
に
よ
っ

て
は
湾
内
の
強
い
風
波
を
受
け
船
が
沈
む
こ
と
も
起
き
、
安

全
と
は
言
え
ま
せ
ん
で
し
た
。 

そ
こ
で
小
名
木
四
郎
兵
衛
、
河
川
の
名
主
に
命
じ
て
、
行

徳
ま
で
の
運
河
を
開
削
さ
せ
た
の
が
始
ま
り
で
す
。 

江
戸
日
本
橋
河
岸
に
安
全
に
塩
や
物
資
を
運
べ
る
よ
う
に

な
り
、
か
つ
経
路
が
大
幅
に
短
縮
さ
れ
ま
し
た
。 

 

さ
て
、
行
き
は
荷
物
や
人
で
い
い
け
れ
ど
、
帰
り
は
空
荷

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
と
ん
で
も
な
い 

し
っ
か
り
「
う

ん
ち
」
で
稼
げ
た
様
子
で
す
。 

日
本
通
運
は
大
運
送
会
社
で
す
が
、
客
船
の
通
運
丸
の
運

行
な
ど
を
内
国
通
運
時
代
に
行
い
、
小
名
木
川
で
大
き
く
な

っ
た
運
送
業
者
で
す
。
日
本
橋
蛎
殻(

か
き
が
ら)

町
に
明
治
四

年
に
飛
脚
問
屋
の
集
結
か
ら
発
足
し
た
と
い
い
ま
す
。 

塩
以
外
の
品
物
の
運
搬
や
、
成
田
参
詣
客
な
ど
も
運
ぶ
よ

う
に
な
っ
て
、
行
き
交
う
物
量
が
増
大
し
、1

629

年
小
名
木

川
は
江
戸
物
流
の
重
要
河
川
と
認
識
さ
れ
、
利
根
川
東
遷
事

業
と
併
せ
て
拡
幅
さ
れ
、
小
名
木
川
と
旧
中
川
、
新
川
の
合

流
地
点
に
は
「
中
川
船
番
所
」
が
置
か
れ
、
幕
府
の
役
人
が

そ
こ
に
駐
在
し
、
行
き
交
う
船
の
積
み
荷
に
江
戸
の
治
安
上

危
険
な
物
な
ど
が
紛
れ
込
ん
で
い
な
い
か
確
認
す
る
た
め
に

簡
易
な
検
査
を
抜
打
ち
で
行
っ
て
い
ま
し
た
。 

新
川
、
江
戸
川
、
利
根
川
を
経
由
す
る
航
路
が
整
備
さ
れ

る
と
、
近
郊
の
農
村
で
採
れ
た
野
菜
、
東
北
地
方
の
年
貢
米

な
ど
が
行
き
交
う
大
航
路
と
な
り
ま
す
。 

開
削
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
川
の
北
側
が
深
川
八
郎
右
衛
門
に

よ
り
開
拓
さ
れ
深
川
村
に
、
慶
長
年
間
に
川
の
南
側
が
埋
め

立
て
ら
れ
海
辺
新
田
と
な
り
、
以
降
江
戸
時
代
を
通
じ
て
埋

め
立
て
が
進
み
ま
す
。 

や
が
て
小
名
木
川
を
中
心
に
竪
川
や
大
横
川
、
横
十
間
川
、

仙
台
堀
川
な
ど
の
整
備
が
進
み
、
重
要
な
運
河
の
一
つ
と
し

て
機
能
し
て
い
ま
し
た
。 

明
治
時
代
に
入
る
と
、
小
名
木
川
沿
岸
一
帯
は
諸
工
業
が

盛
ん
に
な
り
、
工
業
地
帯
と
な
り
ま
す
。 

1
930

年
荒
川
放
水
路
完
成
。
こ
れ
に
伴
い
荒
川
や
旧
中
川
、

新
川
の
合
流
地
点
に
「
小
名
木
川
閘
門(

こ
う
も
ん
、
水
位
調

整)

」「
小
松
川
閘
門
」
「
船
堀
閘
門
」
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。 

昭
和
50
年
代
に
は
地
盤
沈
下
な
ど
に
よ
り
閉
鎖
さ
れ
た

が
、20

05

年
に
「
荒
川
ロ
ッ
ク
ゲ
ー
ト
」
が
完
成
し
、
旧
中

川
を
経
由
し
て
荒
川
へ
の
通
行
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。 

萬
年
橋
と
川
船
番
所
跡 

萬
年
橋
が
架
橋
さ
れ
た
年
代
は
定
か
で
は
な
い
が
延
宝
８

年(16
80)

の
江
戸
地
図
に
は
「
元
番
所
の
は
し
」
と
し
て
当

所
に
橋
の
記
載
が
あ
り
ま
す
。 

江
戸
時
代
初
期
、
こ
の
橋
の
す
ぐ
北
側
に
小
名
木
川
を
航

行
す
る
船
荷
を
取
り
締
ま
る
た
め
に
「
川
船
番
所
」
が
置
か

れ
て
い
た
も
の
の
、
こ
の
番
所
は
明
暦
の
大
火
後
の
江
戸
市

街
地
の
整
備
拡
大
に
伴
い
、
寛
文
元
年(

1661
)

に
中
川
口
へ

と
移
さ
れ
た
た
め
、
近
隣
住
人
に
よ
り
「
元
番
所
」
と
呼
ば

れ
て
い
た
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。 

慶
賀
名
と
考
え
ら
れ
る
「
萬
年
橋
」
と
い
う
呼
称
と
な
っ

た
時
期
な
ど
は
不
明
で
す
。 

小
名
木
川
に
架
け
ら
れ
た
橋
は
い
ず
れ
も
船
の
航
行
を
妨

げ
な
い
よ
う
に
橋
脚
を
高
く
し
て
い
た
が
、
萬
年
橋
は
中
で

も
特
に
大
き
く
高
く
虹
型
に
架
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

そ
の
優
美
な
姿
を
愛
さ
れ
た
。
葛
飾
北
斎
は
富
嶽
三
十
六
景

の
中
で
「
深
川
萬
年
橋
下
」
と
し
て
、
歌
川
広
重
は
名
所
江

戸
百
景
の
中
で
「
深
川
萬
年
橋
」
と
し
て
描
い
て
い
ま
す
。 

又
、
元
禄
15
年(17

02)

赤
穂
浪
士
に
よ
る
仇
討
後
の
吉
良

邸
か
ら
泉
岳
寺
帰
還
道
で
あ
っ
た
た
め
渡
橋
し
て
い
る
。 

河
口
右
岸
に
は
、
松
尾
芭
蕉
の
像
が
立
つ
広
場
が
あ
り
、 

松
尾
芭
蕉
が
居
を
構
え
た
場
所
で
、
隅
田
川
と
小
名
木
川
の
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合
流
地
点
付
近
の
住
居
跡
は
芭
蕉
歴
史
庭
園
と
し
て
整
備
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
近
隣
に
江
東
区
芭
蕉
記
念
館
が
あ
る
。、

芭
蕉
神
社
と
赤
穂
浪
士
泉
岳
寺
帰
還
の
道
、 

俳
聖
松
尾
芭
蕉
は
、
延
宝
８
年(168

0)

に
高
弟
杉
山
杉
風
、

幕
府
御
用
魚
問
屋
「
鯉
屋
」
よ
り
草
庵
の
提
供
を
受
け
、
当

地
に
居
を
移
し
ま
し
た
。 

庵
は
当
初
「
泊
船
堂
」
と
称
し
た
が
翌
年
春
に
門
人
李
下

(

り
か)

が
植
え
た
一
株
の
芭
蕉
が
よ
く
繁
っ
た
こ
と
に
ち
な

み
「
芭
蕉
庵
」
と
改
称
、
自
ら
の
俳
号
も
そ
れ
ま
で
の
「
桃

青(

と
う
せ
い)

」
か
ら
芭
蕉
に
改
め
ま
し
た
。 

第
一
次
芭
蕉
庵
は
天
和
の
大
火
、
八
百
屋
お
七
の
火
事
で

焼
失
し
、
そ
の
後
第
二
次
庵
が
ほ
ぼ
同
じ
場
所
に
、
第
三
次

庵
は
旧
庵
の
近
辺
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。 

芭
蕉
は
、
元
禄
７
年(1

694
)

に
大
阪
で
病
没
す
る
ま
で
当

地
を
本
拠
と
し
て
お
り
、
貞
享
３
年(168

6)

に
第
二
次
庵
で

名
句
「
古
池
や
蛙
飛
び
こ
む
水
の
音
」
を
詠
ん
で
い
ま
す
。 

 

没
後
、
元
禄
10
年(

1697
)

に
庵
の
あ
っ
た
一
帯
は
信
濃
国

飯
山
藩
松
平
遠
江
守
忠
喬
の
下
屋
敷
に
取
込
ま
れ
ま
し
た
。 

芭
蕉
庵
は
旧
蹟
と
し
て
残
さ
れ
て
い
た
が
、
幕
末
か
ら
明

治
に
か
け
て
消
失
し
た
と
い
い
ま
す
。 

大
正
６
年(1

917
)

、
台
風
の
高
潮
が
襲
っ
た
後
、
現
在
地

で
芭
蕉
遺
愛
の
も
の
と
み
ら
れ
る
石
蛙
が
発
見
さ
れ
、
地
元

の
人
々
の
尽
力
に
よ
り
、
こ
こ
に
石
蛙
を
御
神
体
と
し
て
稲

荷
を
祀
り
当
社
が
創
建
さ
れ
ま
し
た
。 

大
正
10
年
11
月
、
東
京
府
は
常
盤

1-
3

付
近
を
芭
蕉
庵

跡
と
推
認
、
旧
跡
「
芭
蕉
翁
古
池
の
跡
」
に
指
定
、
昭
和
20

年
、
戦
災
で
荒
廃
し
た
松
尾
神
社
は
、
芭
蕉
遺
跡
保
存
会
に

よ
っ
て
昭
和
30
年
再
建
さ
れ
ま
し
た
。 

赤
穂
浪
士
ゆ
か
り
の
道
、
浅
野
家
討
入
り
後
泉
岳
寺
へ
の
帰

路
の
道
だ
そ
う
で
す
。
永
代
橋
で
隅
田
川
を
渡
り
ま
し
た
。 

 

一
之
橋
で
堅
川
を
渡
り
、
隅
田
川
を
上
流
方
へ
進
み
ま
す
。 

両
国
橋 

両
国
橋
の
創
架
年
は
２
説
あ
り
、
万
治
二
年(16

59
)

と
寛

文
元
年(

1661
)

で
す
、
千
住
大
橋
に
続
い
て
隅
田
川
に
２
番

目
に
架
橋
さ
れ
た
橋
。
長
さ
九
十
四
間(

約2
00m

）、
幅
四
間

(
8m)

。
名
称
は
当
初
「
大
橋
」
と
名
付
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

し
か
し
な
が
ら
西
側
が
武
蔵
国
、
東
側
が
下
総
国
と
二
つ

の
国
に
ま
た
が
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
俗
に
両
国
橋
と
呼
ば

れ
、
元
禄
六
年(169

3)

に
新
大
橋
が
架
橋
さ
れ
る
と
正
式
名

称
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。 

位
置
は
現
在
よ
り
も
下
流
側
で
あ
っ
た
ら
し
い
。 

江
戸
幕
府
は
防
備
の
面
か
ら
隅
田
川
へ
の
架
橋
は
千
住
大

橋
以
外
認
め
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
明
暦
三
年(

1657
)

の

明
暦
の
大
火
の
際
に
、
橋
が
無
く
逃
げ
場
を
失
っ
た
多
く
の

江
戸
市
民
が
火
勢
に
の
ま
れ
、
十
万
人
に
及
ん
だ
と
伝
え
ら

れ
る
ほ
ど
の
死
傷
者
を
出
し
て
し
ま
う
。 

事
態
を
重
く
見
た
老
中
酒
井
忠
勝
ら
の
提
言
に
よ
り
、
防

火
と
防
災
目
的
の
た
め
に
架
橋
を
決
断
す
る
こ
と
に
な
る
。 

架
橋
後
は
市
街
地
が
拡
大
さ
れ
た
本
所
深
川
方
面
の
発
展

に
幹
線
道
路
と
し
て
大
き
く
寄
与
す
る
と
共
に
、
火
除
地
と

し
て
の
役
割
も
担
い
ま
し
た
。 

武
蔵
下
総
両
国
の
境
は
両
国
橋
で
は
な
く
十
間
川
橋 

隅
田
川
左
岸
の
首
都
高
速
６
号
線
向
島
料
金
所
か
ら
、
古

隅
田
川
は
左
方
の
押
上
方
面
に
流
れ
て
い
た
、
現
在
は
「
鳩

の
街
通
り
」
と
云
わ
れ
、
昭
和
ま
で
遊
郭
街
で
し
た
。 

鳩
の
街
通
り
は
、
国
道
６
号
の
東
向
島
交
差
点
へ
、
直
進

し
て
、
曳
舟
川
通
り
の
高
木
神
社
入
口
交
差
点
へ
の
狭
い
道

が
古
隅
田
川(

請
地
古
川)

跡
で
す
、
曳
舟
川
は
埋
め
立
て
ら

れ
現
存
し
ま
せ
ん
。
更
に
古
隅
田
川
は
、
現
在
の
押
上
駅
東

側
の
請
地
村
と
押
上
の
境
を
流
れ
、
京
成
線
請
地
駅
と
交
差

し
て
い
た
様
で
す
。
請
地
は
「
向
島
」
と
一
緒
で
、
浅
草
や

日
本
橋
か
ら
見
る
と
、
浅
瀬
で
あ
り
、
引
き
潮
の
と
き
に
は

所
々
に
島
が
浮
か
ん
で
見
え
、
そ
の
様
子
か
ら
「
浮
き
地
」

と
呼
ば
れ
た
の
が
訛
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。 

更
に
直
進
し
て
、
東
武
線
と
京
成
線
の
ガ
ー
ド
を
通
過
し

押
上
３
丁
目
交
差
点
を
渡
り
、
新
あ
づ
ま
通
り
脇
道
を
直
進

し
「
十
間
橋
通
り
」
で
右
折
、
北
十
間
川
の
十
間
橋
で
合
流

し
ま
す
。
橋
を
渡
り
、
北
十
間
川
右
岸
の
横
十
間
川
を
下
れ

ば
、
堅
川
、
錦
糸
町
駅
を
経
て
小
名
木
川
に
合
流
し
ま
す
。 

両
国
橋
の
橋
名
の
由
来
は
、
隅
田
川
に
掛
か
る
た
め
に
右

岸
の
武
蔵
国
と
左
岸
の
下
総
国
で
両
国
と
い
う
橋
名
に
成
っ

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
以
上
の
様
に
、
実
際
の
古
隅
田

川
の
流
れ
は
東
寄
り
で
あ
り
、
古
隅
田
川
の
左
岸
が
下
総
国

で
あ
り
、
両
国
橋
は
元
々
武
蔵
国
と
い
え
ま
す
。 

利
根
川
東
遷
事
業
終
了
に
よ
り
、
貞
享
３
年(16

83
)

若
し

く
は
寛
永
年
間(162

2

～164
3)

に
太
日
川(

現
江
戸
川)

よ
り

西
の
地
域
を
下
総
国
か
ら
武
蔵
国
へ
編
入
さ
れ
ま
し
た
。 

 

第
四
番
、
諸
宗
山

し
ょ
し
ゅ
う
ざ
ん

無
縁
寺

む

え

ん

じ

回
向
院

え

こ

う

い

ん

、
浄
土
宗 

札
所
本
尊 

馬
頭
観
世
音
菩
薩 

本
尊 

阿
弥
陀
如
来  

ご
詠
歌 

み
仏
の 

慈
悲
の
光
に 

照
ら
さ
れ
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

万
人
塚
に 

詣
で
て
く
る
人  

ご
真
言  

お
ん 

あ
み
り
と 

ど
は
ん
ば 

う
ん 

は
っ
た 

そ
わ
か 

振
袖
火
事(

ふ
り
そ
で
か
じ)

と
呼
ば
れ
る
明
暦
の
大
火
、
明
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暦
三
年(

1657)

の
焼
死
者
十
万
八
千
人
を
幕
命(

当
時
の
将

軍
は
徳
川
家
綱)

に
よ
っ
て
葬
っ
た
万
人
塚
が
始
ま
り
で
す
。 

後
に
安
政
大
地
震
を
は
じ
め
、
水
死
者
や
焼
死
者
、
刑
死

者
な
ど
横
死
者(
お
う
し
し
ゃ)

の
無
縁
仏
も
埋
葬
し
て
い
た
。 

あ
ら
ゆ
る
宗
派
だ
け
で
な
く
、
人
や
動
物
す
べ
て
の
生
あ

る
も
の
を
供
養
す
る
と
い
う
理
念
か
ら
、
軍
用
犬
や
軍
馬
慰

霊
碑
や
「
猫
塚
」「
唐
犬
八
之
塚
」
「
オ
ッ
ト
セ
イ
供
養
塔
」

「
犬
猫
供
養
塔
」「
小
鳥
供
養
塔
」
、
邦
楽
器
商
組
合
の
「
犬

猫
供
養
塔
、
三
味
線
の
革
の
供
養
」
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
動
物

の
慰
霊
碑
、
供
養
碑
、
ペ
ッ
ト
の
墓
が
多
数
あ
り
ま
す
。 

更
に
、
江
戸
三
十
三
箇
所
観
音
参
り
の
第
四
番
札
所
で
あ

る
「
馬
頭
観
世
音
菩
薩
」
も
徳
川
家
綱
の
愛
馬
を
供
養
し
た

こ
と
に
由
来
し
て
い
ま
す
。 

寛
政
五
年(1

793
)

、
老
中
松
平
定
信
の
命
に
よ
っ
て
造
立

さ
れ
た
「
水
子
塚
」
は
、
水
子
供
養
の
発
祥
と
さ
れ
て
い
る
。 

２
月
第
一
土
曜
日
14
時
か
ら
水
子
塚
の
前
に
て
水
子
総

供
養
を
、
そ
の
他
は
隔
月
毎
に
本
堂
に
て
水
子
供
養
を
行
っ

て
い
ま
す
。 

著
名
人
の
墓
と
し
て
、
山
東
京
伝
、
竹
本
義
太
夫
、
鼠
小

僧
次
郎
吉
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

天
明
元
年(1

781
)

以
降
に
は
、
境
内
で
勧
進
相
撲
が
興
行

さ
れ
た
。
こ
れ
が
今
日
の
大
相
撲
の
起
源
と
な
り
、
明
治
42

年(19
09)

旧
両
国
国
技
館
が
建
て
ら
れ
る
に
至
り
ま
し
た
。 

国
技
館
建
設
ま
で
の
時
代
の
相
撲
を
指
し
て
「
回
向
院
相

撲
」
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。 

昭
和
11
年
１
月
に
は
大
日
本
相
撲
協
会
が
物
故
力
士
や

年
寄
の
霊
を
祀
る
「
力
塚
」
を
建
立
し
て
い
ま
す
。 

 

※
回
向
、
法
要
の
功
徳
に
て
死
者
の
霊
を
平
穏
に
す
る
こ
と
他
。 

鼠
小
僧
の
墓 

境
内
の
奥
の
方
に
「
鼠
小
僧
次
郎
吉
」
の
墓
が
あ
り
ま
す
。 

 

鼠
小
僧
次
郎
吉
は
、
江
戸
時
代
に
大
名
屋
敷
を
専
門
に
狙
っ

た
窃
盗
犯
で
す
が
「
貧
困
者
に
、
汚
職
大
名
や
悪
徳
商
家
か

ら
盗
ん
だ
金
銭
を
分
け
与
え
る
」
と
い
う
義
賊
伝
説
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
盗
ん
だ
金
銭
の
使
途
に
付
い
て
は
、
博
打

や
女
、
酒
に
浪
費
し
た
と
い
う
の
が
有
力
な
説
で
す
。 

 

武
士
階
級
が
絶
対
で
あ
っ
た
江
戸
時
代
に
大
名
屋
敷
を
専

門
に
窃
盗
を
行
っ
た
こ
と
か
ら
、
反
権
力
の
具
現
者
の
よ
う

に
扱
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。 

墓
標
の
前
に
小
さ
な
墓
石
の
よ
う
な
も
の
が
立
っ
て
い
て
、

参
拝
者
は
こ
の
石
を
削
り
取
っ
て
い
く
人
が
多
く
。 

 

こ
れ
は
「
鼠
小
僧
の
墓
石
を
持
っ
て
い
る
と
勝
負
に
勝
て
る
」

と
い
う
俗
信
か
ら
始
ま
っ
た
風
習
で
、
現
在
で
も
祈
願
に
訪

れ
、
削
り
取
っ
て
い
く
人
は
絶
え
ま
せ
ん
。 

 
小
金
原
回
向
院
処
刑
場
に
も
鼠
小
僧
の
墓
が
あ
り
ま
す
。 

吉
良
上
野
介
邸
跡 

約9
8

㎡29.
5

坪
の
敷
地
に
、
屋
敷
神
で
あ
る
稲
荷
明
神

と
義
央
供
養
を
兼
ね
た
神
社
や
井
戸
、
桜
の
木
な
ど
が
あ
る

程
度
で
、
記
念
広
場
の
様
相
で
す
が
松
坂
公
園
と
い
う
。 

吉
良
義
央
の
屋
敷
は
、
鍜
治
橋
の
屋
敷
を
拝
領
し
て
い
た

が
、
松
の
廊
下
の
刃
傷
事
件
の
約
五
カ
月
後
の
元
禄
14
年
８

月
に
、
鍜
治
橋
屋
敷
は
幕
府
に
御
用
地
と
し
て
召
し
上
げ
と

な
り
ま
し
た
。
よ
っ
て
翌
月
９
月
松
平
登
之
助
の
屋
敷
を
拝

領
し
幕
府
に
よ
り
移
り
住
ん
だ
。 

元
禄
時
代
の
当
時
は
付
近
一
帯
が
吉
良
義
央
の
邸
宅
で
あ

り
、
そ
の
広
さ
は
約840

0

㎡255
0

坪
と
、
そ
の
広
さ
を
う

か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
邸
宅
は
、
赤
穂
浪
士
に
よ
る
討
ち

入
り
の
後
の
、
元
禄
16
年
２
月
４
日
に
は
江
戸
幕
府
に
没
収

さ
れ
、
一
部
が
中
島
氏
と
佐
伯
氏
の
拝
領
屋
敷
と
な
っ
た
。 

昭
和
９
年
、
地
元
有
志
ら
が
旧
邸
内
の
住
宅
地
を
購
入
し
、

東
京
市
に
寄
贈
し
、
翌
昭
和
10
年
に
公
園
と
し
て
開
か
れ
、

さ
ら
に
昭
和
25
年
に
墨
田
区
へ
移
管
さ
れ
ま
し
た
。 

 

鬼
平
の
子
分 

大
滝
の
五
郎
蔵
の
住
居
、
六
尺
の
大
男
。 

竪
川
二
之
橋
袂
の
小
林
一
茶
仮
寓
跡
、(

か
ぐ
う
あ
と)

〈
未
〉 

安
永
６
年(

1777
)

春
、
一
茶
15
歳
の
時
に
江
戸
に
奉
公
に

出
て
以
降
、
俳
諧
修
行
の
旅
で
関
西
各
地
や
四
国
に
居
た
が

そ
れ
以
外
は
江
戸
住
ま
い
を
続
け
て
い
ま
し
た
。 

享
和
３
年(1

803
)

以
降
、
一
茶
が
江
戸
の
ど
こ
に
住
ん
で

い
た
か
は
、
或
る
程
度
判
明
し
て
い
る
。
同
年
、
一
茶
は
本

所
五
ッ
目
大
島
愛
宕
山(

江
東
区
大
島)

に
住
ん
で
い
ま
し
た
。 

真
言
宗
愛
宕
山
勝
智
院
の
こ
と
で
す
、
住
職
が
葛
飾
派
の

俳
人
で
あ
っ
た
関
係
で
、
一
茶
は
勝
智
院
に
間
借
り
し
て
い

た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

な
お
、
そ
の
後
勝
智
院
は
千
葉
県
佐
倉
市
に
移
っ
て
お
り
、

勝
智
院
の
跡
は
大
島
稲
荷
神
社
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

し
か
し
愛
宕
山
で
の
生
活
は
長
く
は
続
か
な
か
っ
た
。 

文
化
元
年(1

804
)

４
月
、
葛
飾
派
の
俳
人
で
あ
っ
た
住
職

が
亡
く
な
り
、
後
任
の
住
職
の
下
で
一
茶
は
間
借
り
を
続
け

る
こ
と
は
出
来
な
く
な
り
、
両
国
の
近
く
の
本
所
相
生
町
５

丁
目
の
竪
川
二
之
橋
袂
に
引
越
し
ま
し
た
。 

こ
の
相
生
町
の
家
は
間
借
り
で
は
な
く
、
小
さ
い
な
が
ら

も
一
軒
家
で
あ
り
、
庭
に
は
梅
や
竹
が
植
え
ら
れ
て
い
て
、

垣
根
に
は
季
節
に
な
る
と
朝
顔
が
育
つ
仮
寓
で
し
た
。 

家
財
道
具
一
式
を
親
交
深
い
流
山
の
秋
元
双
樹(

そ
う
じ

ゅ)

が
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も
暮

し
に
落
ち
着
き
が
出
来
た
一
茶
の
も
と
に
は
、
俳
人
の
来
訪
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者
が
増
え
ま
し
た
。 

こ
の
家
は
、
一
茶
が
遺
産
相
続
問
題
に
本
腰
に
な
っ
て
取

り
組
ん
だ
文
化
５
年(1

808
)

に
、
二
百
日
以
上
と
い
う
長
期

間
、
留
守
に
し
て
い
た
た
め
に
他
人
に
貸
し
出
さ
れ
て
し
ま

う
ま
で
の
約
４
年
間
、
生
活
し
て
い
ま
し
た
。 

こ
の
頃
、
一
茶
が
詠
ん
だ
俳
句
の
中
に
は
江
戸
の
下
町
暮

ら
し
を
髣
髴(

ほ
う
ふ
つ)

と
さ
せ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

 

文
化
元
年
作
、
梅
の
季
節
、
誰
が
訪
ね
て
来
て
も
欠
け
た

茶
碗
で
も
て
な
す
し
か
な
い
と
、
貧
乏
で
孤
独
な
わ
び
住
ま

い
を
詠
ん
で
い
ま
す
。 

 
 

梅
が
香
や 

ど
な
た
が
来
て
も 

欠
茶
碗
、 

文
化
三
年
作
、
今
年
も
ま
た
役
立
た
ず
の
邪
魔
者
な
の
だ

と
、
己
と
草
ぼ
う
ぼ
う
の
自
ら
の
家
を
自
嘲
し
た 

 
 

又
こ
と
し 

娑
婆
塞(

し
ゃ
ば
ふ
さ
ぎ)

ぞ
よ 

草
の
家 

文
化
時
代
前
半
期
、
父
の
死
に
よ
る
精
神
面
、
生
活
面
で

の
変
化
に
加
え
、
江
戸
下
町
で
の
暮
ら
し
、
そ
し
て
一
茶
が

所
属
し
て
い
た
葛
飾
派
の
枠
を
超
え
た
有
能
な
俳
人
た
ち
と

の
交
流
な
ど
に
よ
っ
て
、
一
茶
の
俳
句
は
磨
か
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
時
期
は
一
茶
独
自
の
俳
風
で
あ
る
「
一
茶
調
」
が
は

っ
き
り
と
し
始
め
る
時
期
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
夜
鷹
と
の
話
も
、
女
好
き
の
一
茶
と
両
国
橋
と
い

う
土
地
で
の
出
来
事
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。 

 

葛
飾
北
斎
住
居
跡
と
榛
馬
場
跡 

 

す
み
だ
北
斎
美
術
館
、
北
斎
通
り
旧
南
割
下
水
通
り
沿
い
、 

榛
馬
場
跡(

は
ん
の
き
ば
ば
あ
と) 

 

こ
の
辺
り
に
は
、
榛
馬
場
と
呼
ば
れ
た
馬
場
が
あ
り
ま
し

た
。
本
所
に
住
む
武
士
の
弓
馬
の
稽
古
の
た
め
に
設
け
ら
れ
、

周
り
を
囲
む
土
手
に
カ
バ
ノ
キ
科
の
落
葉
高
木
大
き
な
榛
が

あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
う
呼
ば
れ
た
よ
う
で
す
。 

 

勝
海
舟
の
父
小
吉
の
著
書
「
夢
酔
独
言
」
で
、
子
ど
も
の

こ
ろ
の
回
想
と
し
て
、
榛
馬
場
の
こ
と
が
出
て
い
ま
す
。
馬

場
の
傍
ら
に
祀
ら
れ
て
い
た
の
が
「
榛
稲
荷
神
社
」
で
す
。 

 

天
保
八
年(18

37)

に
亀
沢
町
の
若
者
が
奉
納
し
た
木
造
朱

塗
の
奉
紙
立
が
、
震
災
、
戦
災
を
逃
れ
て
今
で
も
保
存
さ
れ

て
い
ま
す
。
葛
飾
北
斎
も
娘
の
お
栄
と
と
も
に
稲
荷
神
社
脇

に
住
ん
で
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

葛
飾
北
斎
住
居
跡 

〈
未
〉 

所
在
地 

墨
田
区
両
国
四
丁
目
三
十
四
番
付
近 

本
所
に
生
ま
れ
た
絵
師
葛
飾
北
斎
は
、
こ
の
稲
荷
神
社
の

す
ぐ
近
く
に
住
ん
で
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
北
斎
は
九

十
歳
で
没
す
る
ま
で
常
に
新
し
い
技
法
を
試
み
、「
富
嶽
三
十

六
景
」
に
代
表
さ
れ
る
錦
絵
だ
け
で
は
な
く
、
肉
筆
画
も
手

が
け
、
数
多
く
の
作
品
を
生
み
出
し
ま
し
た
。 

榛
馬
場
の
辺
り
に
住
ん
で
い
た
当
時
の
様
子
を
伝
え
る
の
が
、

「
北
斎
仮
宅
写
生
」
露
木
為
一
筆
で
す
。 

絵
を
描
く
老
い
た
北
斎
と
三
女
の
応
為(

お
ー
ぃ)

が
描
か

れ
て
い
ま
す
。
応
為
は
父
北
斎
に
、
い
つ
も
「
お
栄
」
と
呼

ば
れ
て
い
ま
し
た
が
、
応
為
も
優
れ
た
絵
師
で
し
た
。 

特
に
浮
世
絵
に
無
か
っ
た
、
陰
影
法
が
使
わ
れ
、
描
か
れ

て
い
る
作
品
に
は
驚
き
ま
す
。
春
画
も
多
く
残
し
て
い
る
。 

そ
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
飯
島
虚
心
は
「
蜜
柑
箱
を
少
し
く
高

く
釘
づ
け
に
な
し
て
、
中
に
は
、
日
蓮
の
像
を
安
置
せ
り
。

火
鉢
の
傍
に
は
、
佐
倉
炭
の
俵
、
土
産
物
桜
餅
の
籠
、
鮓
の

竹
の
皮
な
ど
、
取
ち
ら
し
、
物
置
と
掃
溜(

は
き
だ
め)

と
、
一

様
な
る
が
如
し
」
葛
飾
北
斎
伝
と
記
し
て
い
ま
す
。 

北
斎
が
こ
の
地
に
暮
ら
し
た
の
は
天
保
末
年
頃(1

840)
)

で
、
信
州
小
布
施
か
ら
帰
宅
後
で
80
歳
を
越
え
て
い
た
と
思

わ
れ
ま
す
が
、
絵
を
描
く
こ
と
以
外
は
気
に
も
留
め
な
い
よ

う
な
暮
ら
し
ぶ
り
が
見
て
と
れ
ま
す
。 

北
斎
は
生
涯
で
九
十
回
以
上
も
転
居
を
繰
り
返
し
た
と
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
居
所
の
す
べ
て
が
正
確
に
分
か
っ
て
い
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
榛
馬
場
の
北
斎
住
居
跡
は
、
あ
る

程
度
場
所
の
特
定
が
で
き
、
絵
画
資
料
も
伴
う
も
の
と
し
て

貴
重
な
例
で
す
。
ま
た
、
幕
末
明
治
期
に
活
躍
し
た
政
治
家

勝
海
舟
も
こ
の
近
く
で
生
ま
れ
育
ち
ま
し
た
。 

山
岡
鉄
舟
旧
居
跡 

〈
未
〉 

江
戸
末
期
の
幕
臣
で
剣
術
家
、
維
新
後
に
無
刀
流
の
創
始

者
と
も
に
な
り
、
侍
従
も
勤
め
た
山
岡
鉄
舟
の
生
家
小
野
家

が
こ
の
中
学
校
の
正
門
の
辺
り
に
あ
り
ま
し
た
。 

鉄
舟
は
天
保
７
年(

1836
)

、
御
蔵
奉
行
だ
っ
た
旗
本
小
野

朝
右
衛
門
高
福
の
五
男
と
し
て
、
鉄
太
郎
と
名
付
け
ら
れ
た
。 

安
政
４
年
頃(18

57)

、
槍
術
で
知
ら
れ
る
旗
本
山
岡
静
山

の
妹
婿
と
な
り
山
岡
高
歩(

た
か
ゆ
き)

、
号
は
鉄
舟
を
名
乗
っ

た
。
鉄
舟
の
義
兄
に
あ
た
る
槍
の
名
手
精
一
郎
は
、
旗
本
高

橋
家
に
入
婿
し
、
後
に
泥
舟
と
号
す
る
よ
う
に
な
る
。 

勝
海
舟
も
含
め
て
こ
の
３
人
は
「
幕
末
の
三
舟
」
と
し
て

知
ら
れ
て
い
る
。
慶
應
４
年(

1868
)

、
江
戸
城
総
攻
撃
に
先

立
ち
鉄
舟
は
西
郷
隆
盛
と
接
触
し
、
勝
海
舟
と
協
力
し
て
江

戸
城
無
血
開
城
へ
の
道
を
開
い
た
。 

明
治
維
新
後
、
静
岡
県
や
茨
城
県
な
ど
で
参
事
や
県
令
と

な
り
、
明
治
４
年(

1871
)

よ
り
明
治
天
皇
の
侍
従
と
し
て
厚

い
信
頼
を
得
た
が
、
明
治
21
年(188

8)

53
歳
で
死
去
し
、
台

東
区
谷
中
の
全
生
庵
に
葬
ら
れ
て
い
ま
す
。 

落
語
家
三
遊
亭
圓
朝
居
住
跡
地 

 

天
保
10
年
４
月(18

39)

～
明
治33

年(1
900)

８
月 

怪
談
噺
「
真
景
累
ヶ
淵
」(

常
総
市)

は
有
名
で
す
。 
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大
横
川 

江
戸
時
代
の
埋
立
地
に
造
ら
れ
た
運
河
で
、
竪
川
と
現
隅

田
川
の
大
川
間
の
十
万
坪
と
呼
ば
れ
る
葦
原
を
流
れ
て
い
た
。 

明
治
時
代
以
降
、
東
京
湾
に
来
航
す
る
貨
物
船
の
荷
物
を

移
し
替
え
た
艀(
は
し
け)

が
行
き
交
い
賑
わ
い
を
見
せ
た
が
、

第
二
次
世
界
大
戦
中
、
戦
後
に
は
浚
渫(

し
ゅ
ん
せ
つ)

が
放
棄

さ
れ
て
河
床
が
上
昇
。
船
は
、
満
潮
時
に
の
み
行
き
交
う
こ

と
が
可
能
な
状
態
と
な
っ
た
。 

加
え
て195

1

年
の
頃
に
は
、
地
盤
沈
下
の
た
め
橋
桁
が
相

対
的
に
下
が
る
よ
う
に
な
り
、
沢
海
橋
で
は
船
が
く
ぐ
り
に

く
い
状
態
と
な
っ
て
い
た
。 

そ
の
後
、
竪
川
の
交
差
地
点
か
ら
北
十
間
川
ま
で
延
長
さ

れ
た
が
、
周
囲
が
地
下
水
汲
み
上
げ
に
よ
る
地
盤
沈
下
の
た

め
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
と
な
っ
た
た
め
、
堰
き
止
め
ら
れ
て

常
時
排
水
す
る
こ
と
に
よ
り
水
位
を
下
げ
、
親
水
公
園
と
し

て
整
備
さ
れ
て
現
在
に
至
り
ま
す
。 

渇
水
し
た
大
横
川
を
上
流
へ
と
歩
く
こ
と
で
、
公
園
内
を

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
を
正
面
に
景
色
を
堪
能
で
き
ま
す
。 

法
恩
寺
通
り
紅
葉
橋
、 

紅
葉
橋
の
横
川
１
丁
目
側
に
桜
屋
敷
が
あ
り
ま
し
た
。 

鬼
平
犯
科
帳
第
二
話
「
出
村
の
櫻
屋
敷
」
田
坂
家
の
娘
お

ふ
く
が
船
で
嫁
入
り
、
そ
れ
を
見
送
る
平
蔵
は
お
ふ
く
に
惚

れ
て
い
た
。
池
波
正
太
郎
、
中
村
吉
右
衛
門
、
萬
田
久
子 

平
河
山
本
住
院
法
恩
寺(

ほ
う
お
ん
じ)

、
日
蓮
宗 

本
尊
は
十
界
曼
荼
羅
。
旧
本
山
は
大
本
山
本
圀
寺 

太
田
道
灌
が
長
禄
二
年(14

58)

に
江
戸
城
を
築
く
に
あ
た

り
、
城
内
鎮
護
の
祈
願
所
と
し
て
武
蔵
国
平
河
村
、
江
戸
城

平
川
口
に
建
立
開
基
。
開
山
は
本
住
院
日
住
上
人
で
、
当
初

は
本
住
院
と
称
し
ま
し
た
。 

道
灌
の
跡
を
継
ぎ
城
主
と
な
っ
た
嫡
子
法
恩
斎
の
年
忌
に

際
し
、
孫
の
太
田
資
高
が
寺
号
を
法
恩
寺
と
改
め
ま
し
た
。 

そ
の
後
神
田
柳
原
、
谷
中
清
水
町
と
移
転
し
た
後
、 

元
禄
８
年(1

695
)

に
現
在
地
に
移
っ
た
が
、
当
時
は
塔
頭

二
十
ヵ
寺
、
末
寺
十
一
ヵ
寺
を
擁
し
て
い
ま
し
た
。 

現
在
も
日
蓮
宗
小
西
法
縁
内
の
法
脈
の
一
宇
で
あ
る
法
恩

寺
法
脈
の
脈
頭
寺
院
と
し
て
大
き
な
影
響
力
を
持
つ
。 

ま
た
、
隅
田
川
川
施
餓
鬼(

せ
が
き)

、
七
草
粥
、
震
災
記
念

「
思
い
出
の
す
い
と
ん
会
」
、
十
五
夜
お
茶
会
、
年
末
餅
つ
き

会
、
花
見
の
縁
な
ど
の
開
催
な
ど
、
壇
信
徒
の
み
な
ら
ず
地

域
社
会
や
地
元
近
隣
町
会
と
の
繋
が
り
が
大
変
に
強
い
寺
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

現
在
地
の
「
太
平
町
」
の
地
名
は
、
太
田
道
灌
の
「
太
」

の
字
と
、
山
号
平
河
山
の
「
平
」
の
二
文
字
を
と
り
命
名
さ

れ
た
も
の
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 
春
日
通
り
横
川
橋
の
右
岸
に
は
「
本
所
七
不
思
議
」
が
あ
る
。 

本
所
に
江
戸
時
代
の
頃
か
ら
伝
承
さ
れ
る
奇
談
、
怪
談
。 

江
戸
時
代
の
典
型
的
な
都
市
伝
説
の
一
つ
で
あ
り
、
古
く

か
ら
落
語
な
ど
噺
の
ネ
タ
と
し
て
庶
民
の
好
奇
心
を
く
す
ぐ

り
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。 

「
七
不
思
議
」
と
い
わ
れ
る
伝
説
の
一
種
で
す
が
、
伝
承
に

よ
っ
て
登
場
す
る
物
語
が
一
部
異
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
八

つ
以
上
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
存
在
し
て
い
ま
す
。 

江
戸
の
七
不
思
議
に
は
、
本
所
以
外
に
千
住
、
馬
喰
町
、

深
川
、
番
町
、
麻
布
な
ど
に
も
あ
り
ま
す
。 

本
所
七
不
思
議
九
話
を
ご
紹
介 

一
、
置
行
堀
、
お
い
て
け
ぼ
り 

北
斎
通
り
津
軽
神
社 

 

本
所
付
近
は
水
路
が
多
く
、
魚
が
よ
く
釣
れ
た
。
あ
る
日

仲
の
良
い
町
人
た
ち
が
錦
糸
町
あ
た
り
の
堀
で
釣
り
糸
を
垂

れ
た
と
こ
ろ
、
非
常
に
よ
く
釣
れ
た
。
夕
暮
れ
に
な
り
気
を

良
く
し
て
帰
ろ
う
と
す
る
と
、
堀
の
中
か
ら
「
置
い
て
い
け
」

と
い
う
恐
ろ
し
い
声
が
し
た
の
で
、
恐
怖
に
駆
ら
れ
て
逃
げ

帰
っ
た
。
家
に
着
い
て
恐
る
恐
る
魚
籠
を
覗
く
と
、
あ
れ
ほ

ど
釣
れ
た
魚
が
一
匹
も
入
っ
て
い
な
か
っ
た
。 

二
、
送
り
提
灯
、
お
く
り
ち
ょ
う
ち
ん 

 

法
恩
寺 

提
灯
を
持
た
ず
に
夜
道
を
歩
く
者
の
前
に
、
提
灯
の
よ
う

に
揺
れ
る
明
か
り
が
、
あ
た
か
も
人
を
送
っ
て
行
く
よ
う
に

現
れ
、
あ
の
明
か
り
を
目
当
て
に
行
け
ば
夜
道
も
迷
わ
な
い

と
思
っ
て
近
づ
く
と
、
不
意
に
明
か
り
が
消
え
、
や
が
て
明

か
り
が
つ
く
の
で
近
づ
く
と
ま
た
消
え
、
こ
れ
の
繰
り
返
し

で
い
つ
ま
で
経
っ
て
も
追
い
つ
け
な
い
。 

三
、
送
り
拍
子
木
、
お
く
り
ひ
ょ
う
し
ぎ 

江
北
橋
脇 

江
戸
時
代
の
割
下
水
付
近
を
、「
火
の
用
心
」
と
唱
え
な
が

ら
拍
子
木
を
打
っ
て
夜
回
り
す
る
と
、
打
ち
終
え
た
は
ず
の

拍
子
木
の
音
が
同
じ
よ
う
な
調
子
で
繰
り
返
し
て
聞
こ
え
、

あ
た
か
も
自
分
を
送
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
背
後
を
振
り
向

い
て
も
誰
も
い
な
い
と
い
う
お
話
し
で
す
。 

実
際
に
は
、
静
ま
り
返
っ
た
町
中
に
拍
子
木
の
音
が
反
響

し
た
に
過
ぎ
な
い
と
の
指
摘
も
あ
り
ま
す
。 

雨
の
日
、
拍
子
木
を
打
っ
て
い
な
い
の
に
拍
子
木
の
音
が

聞
こ
え
た
と
い
う
話
も
あ
る
。 

四
、
燈
無
蕎
麦
、
あ
か
り
な
し
そ
ば
、
別
名
「
消
え
ず
の
行
灯
」 

夜
に
な
る
と
二
八
蕎
麦
の
屋
台
が
出
た
が
、
そ
の
う
ち
の

１
軒
は
い
つ
行
っ
て
も
店
の
主
人
が
お
ら
ず
、
夜
明
け
ま
で

待
っ
て
も
遂
に
現
れ
ず
、
そ
の
間
、
店
先
に
出
し
て
い
る
行

灯
の
火
が
常
に
消
え
て
い
る
と
い
う
も
の
。 

こ
の
行
灯
に
う
か
つ
に
火
を
つ
け
る
と
、
家
へ
帰
っ
て
か
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ら
必
ず
不
幸
が
起
る
と
い
う
。
や
が
て
、
こ
の
店
に
立
ち
寄

っ
た
だ
け
で
も
不
幸
に
見
舞
わ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
噂
す
ら

立
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

逆
に
「
消
え
ず
の
行
灯
」
と
い
っ
て
、
誰
も
給
油
し
て
い

な
い
の
に
行
灯
の
油
が
一
向
に
尽
き
ず
、
一
晩
た
っ
て
も
燃

え
続
け
て
い
る
と
い
う
伝
承
も
あ
り
、
こ
の
店
に
立
ち
寄
る

と
不
幸
に
見
舞
わ
れ
て
し
ま
う
と
も
い
わ
れ
た
。 

正
体
は
タ
ヌ
キ
の
仕
業
と
も
い
わ
れ
て
お
り
、
歌
川
国
輝

に
よ
る
浮
世
絵
『
本
所
七
不
思
議
之
内 
無
灯
蕎
麦
』
に
は
こ

の
説
に
基
づ
き
、
燈
無
蕎
麦
の
店
先
に
タ
ヌ
キ
が
描
か
れ
て

い
る
。 

 
 
 
 

黙
阿
弥
終
焉
の
地 

五
、
足
洗
邸
、
あ
し
あ
ら
い
や
し
き 

 

長
崎
橋
跡 

本
所
三
笠
町
に
所
在
し
た
味
野
岌
之
助
と
い
う
旗
本
の
上

屋
敷
で
の
事
。
屋
敷
で
は
毎
晩
、
天
井
裏
か
ら
も
の
凄
い
音

が
し
た
挙
げ
句
、「
足
を
洗
え
」
と
い
う
声
が
響
き
、
同
時
に

天
井
を
バ
リ
バ
リ
と
突
き
破
っ
て
剛
毛
に
覆
わ
れ
た
巨
大
な

足
が
降
り
て
く
る
。 

家
人
が
言
わ
れ
た
と
お
り
に
洗
っ
て
や
る
と
天
井
裏
に
消

え
て
い
く
が
、
そ
れ
は
毎
晩
繰
り
返
さ
れ
、
洗
わ
な
い
で
い

る
と
足
の
主
は
怒
っ
て
家
中
の
天
井
を
踏
み
抜
い
て
暴
れ
る
。 

あ
ま
り
の
怪
奇
現
象
に
た
ま
り
か
ね
た
味
野
が
同
僚
の
旗

本
に
こ
と
を
話
す
と
、
同
僚
は
大
変
興
味
を
持
ち
、
上
意
の

許
を
得
て
上
屋
敷
を
交
換
し
た
。
と
こ
ろ
が
同
僚
が
移
り
住

ん
だ
と
こ
ろ
、
足
は
二
度
と
現
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。 

な
お
怪
談
中
に
あ
る
大
足
の
怪
物
の
台
詞
が
「
あ
ら
え
」、

怪
談
の
名
称
が
「
あ
ら
い
」
で
あ
る
の
は
、
江
戸
言
葉
特
有

の
「
え
」「
い
」
の
混
同
に
よ
る
も
の
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。 

六
、
片
葉
の
葦
、
か
た
は
の
あ
し 

 

両
国
橋
袂 

お
駒
と
い
う
美
し
い
娘
が
住
ん
で
い
た
が
、
近
所
に
住
む

留
蔵
と
い
う
男
が
恋
心
を
抱
き
幾
度
も
迫
っ
た
も
の
の
、
お

駒
は
一
向
に
な
び
か
ず
、
遂
に
爆
発
し
た
留
蔵
は
、
所
用
で

外
出
し
た
お
駒
を
追
っ
た
。 

そ
し
て
隅
田
川
か
ら
の
入
り
堀
に
か
か
る
駒
止
橋
付
近
で

お
駒
を
襲
い
、
片
手
片
足
を
切
り
落
と
し
殺
し
た
挙
げ
句
に

堀
に
投
げ
込
ん
で
し
ま
っ
た
。
そ
れ
以
降
、
駒
止
橋
付
近
の

堀
の
周
囲
に
生
い
茂
る
葦
は
、
何
故
か
片
方
だ
け
の
葉
し
か

付
け
な
く
な
っ
た
と
い
う
。 

七
、
落
葉
な
き
椎
、
お
ち
ば
な
き
し
い 

 

旧
安
田
庭
園 

本
所
に
所
在
し
た
平
戸
新
田
藩
松
浦
家
の
上
屋
敷
に
は
見

事
な
椎
の
銘
木
が
あ
っ
た
が
、
な
ぜ
か
こ
の
木
は
一
枚
も
葉

を
落
と
し
た
こ
と
が
な
い
。
松
浦
家
も
次
第
に
気
味
が
悪
く

な
り
、
屋
敷
を
使
わ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

八
、
狸
囃
子
、
た
ぬ
き
ば
や
し
、
別
名
「
馬
鹿
囃
子
」 

本
所
で
は
馬
鹿
囃
子(

ば
か
ば
や
し)

と
も
言
い
、
本
所
を
舞

台
と
し
た
本
所
七
不
思
議
と
呼
ば
れ
る
奇
談
怪
談
の
一
つ
に

数
え
ら
れ
て
い
る
。 

囃
子
の
音
が
ど
こ
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
の
か
と
思
っ
て
音

の
方
向
へ
散
策
に
出
て
も
、
音
は
逃
げ
る
よ
う
に
遠
ざ
か
っ

て
い
き
、
音
の
主
は
絶
対
に
分
か
ら
な
い
。 

音
を
追
っ
て
い
る
う
ち
に
夜
が
明
け
る
と
、
見
た
こ
と
も

な
い
場
所
に
い
る
こ
と
に
気
付
く
と
い
う
。 

平
戸
藩
主
松
浦
清
も
こ
の
怪
異
に
遭
い
、
人
に
命
じ
て
音

の
所
在
を
捜
さ
せ
た
が
、
割
下
水
付
近
で
音
は
消
え
、
所
在

を
捜
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。 

そ
の
名
の
通
り
タ
ヌ
キ
の
仕
業
と
も
い
わ
れ
、
音
の
聞
こ

え
た
あ
た
り
で
タ
ヌ
キ
の
捜
索
が
行
わ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た

が
、
タ
ヌ
キ
の
い
た
形
跡
は
発
見
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。 

千
葉
県
木
更
津
市
の
證
誠
寺
に
も
狸
囃
子
の
伝
説
が
あ
り
、

群
馬
県
館
林
市
の
茂
林
寺
の
『
分
福
茶
釜
』、
伊
予
国
の
『
松

山
騒
動
八
百
八
狸
物
語
』
と
並
ん
で
「
日
本
三
大
狸
伝
説
」

の
１
つ
に
数
え
ら
れ
、
童
謡
「
証
城
寺
の
狸
囃
子
」
の
題
材

と
な
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
所
中
学 

九
．
津
軽
の
太
鼓
、
つ
が
る
の
た
い
こ 

長
崎
橋
跡 

弘
前
藩
津
軽
越
中
守
の
屋
敷
に
は
火
の
見
櫓
が
あ
っ
た
。 

し
か
し
通
常
火
の
見
櫓
で
火
災
を
知
ら
せ
る
と
き
は
板
木

を
鳴
ら
す
の
だ
が
、
な
ぜ
か
こ
の
屋
敷
の
櫓
に
は
板
木
の
代

わ
り
に
太
鼓
が
ぶ
ら
下
が
っ
て
お
り
、
火
事
の
際
に
は
太
鼓

を
鳴
ら
し
た
。
な
ぜ
こ
の
屋
敷
の
櫓
だ
け
が
太
鼓
だ
っ
た
の

か
は
誰
も
知
ら
な
い
。 

他
に
は
越
中
守
屋
敷
の
火
の
見
櫓
の
板
木
を
鳴
ら
す
と
太

鼓
の
音
が
す
る
と
い
う
物
語
も
存
在
す
る
。 

ち
な
み
に
弘
前
藩
主
家
分
家
で
あ
る
黒
石
津
軽
家
当
主
の

津
軽
著
高
と
弘
前
藩
主
家
相
続
前
に
黒
石
津
軽
家
当
主
で
あ

っ
た
津
軽
寧
親(

や
す
ち
か)

が
本
所
深
川
火
事
場
見
廻
役
を

勤
め
て
い
た
。
な
に
か
因
果
関
係
が
あ
る
の
か
な
。 

 

大
横
川
業
平
橋
と
更
に
古
い
小
梅
橋 

か
つ
て
の
南
蔵
院
業
平
社
の
境
内
に
あ
っ
た
業
平
塚
に
由

来
し
ま
す
。
こ
の
塚
の
名
前
は
伊
勢
物
語
で
有
名
な
平
安
時

代
の
歌
人
在
原
業
平
が
こ
の
地
を
訪
れ
、
歌
を
詠
ん
だ
こ
と

を
起
源
と
し
て
い
ま
す
。
橋
と
し
て
の
業
平
の
名
前
は
古
く
、

寛
文
２
年(1

662
)

、
業
平
神
社
の
東
側
を
流
れ
る
大
横
川
に

業
平
橋
が
架
け
ら
れ
ま
し
た
。 

小
梅
橋
は
十
間
川
に
架
か
っ
て
い
る
が
江
戸
百
景
で
は
、

曳
舟
川
の
堤
の
古
橋
で
し
た
。
現
在
は
曳
舟
川
通
り
。 

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
駅
、
元
業
平
橋
駅
前
で
解
散
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

相
馬
霊
場
を
巡
る
会
、
江
戸
観
音
巡
り 


